











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































私訳 テレーズ・デスケルー 27 
ジャはこっちょJ
ふたりは牧場の縁に垂れこめた霧を横切った。犬が目をさまして吠えた。
さあ，ヴィルメジャの楢林だ。家は眠っているのではなく，死んでいるよう
だった。アンヌはその空の轟石の周りをまわり，両手の拳で玄関の扉を叩く。
テレーズは動かず，提灯を草の上に置いた。友達の薄い影法師が l階の窓ひ
とつひとつに張り付いて行くのが見える。おそらくアンヌはある名前を繰り
返し口にしているのだろうが，無駄だと知って声には出さない。家に隠れて
ちょっとの聞姿が見えなくなったが，また現れ，扉のところまでやって来て，
敷居のよにくずおれるように座った。ひざぞ閉んで組んだ腕から，その顔が
のぞいた。テレーズは彼女を抱き起し，連れて歩き出した。アンヌはよろめ
きながら繰り返した :r明日の朝，パリへ行くわ。パリはそんなに広くなL、。
パリで・彼を見つけるわ……」しかしそういう口調は親に逆らった挙句に力尽
きて諦めた子供のそれだった。
ベルナールは彼女たちの声で目をさまし，郎農着を着て居間で待っていた。
テレーズがそのとき兄と妹の間で起こった喧嘩を記憶から排除しようとする
のは間違いだ。慌伴しきった少女の手首をあらあらしく掴んで3階の寝室ま
で引きずりあげ，扉に錠をおろすことのできる男，それがテレーズ，お前の
夫なのだ。あのベルナール，あれが今から 2時間もすれば，お前の裁判官と
なるのだ。家庭魂が彼を散舞し，あらゆる障措を取り除いてくれる。彼は何
時いかなるときでも，家族の利益のために何をなすのが適当かを知っている
のだ。お前は苦しみながら長い弁論を準備しているが，聞いたこともない理
由に耳を傾けるのは節操のない男だけだ。ベルナールはお前の論拠などばか
にしきっている。「俺は何をなすべきか，わかっている」のだ。彼はいつで
も何をなすべきかわかっている。たまにためらうことがあれば「我々は家族
で話し合って，こう判断した……」と言えばいいのだ。彼がすでに判決文を
まとめ上げているのは疑いの余地がないではないか? お前の運命はすでに
永久に定まっているのだ，安心して眠るがいい。 (続)
28 明治大学教養論集通巻519号 (2016・9)
。主》
1) ファウラー液:発明者ファウラー(1736-1801 イギリス人医師)の名を取っ
たヒ索をベースにした狭心症治療の水薬。飲;/l物に数滴たらして服用する。薬局
は医師の処方築なしでこれを売ることができなL、。
(なかじま・こうこ 元農学部教授〉
